
平成 30 年度第９回開成町課長会議 
 

日時 平成 30 年 12 月 13 日（木）午前９時～10 時 30 分 

場所 中会議室Ｂ 

進行  保健福祉部長 

１．町 長 

 

 

 

２．その他 

総務課      平成 30 年度町表彰式について【５分】 

税務窓口課    窓口のあり方検討の中間報告について【５分】 

環境防災課    2020 年以降の町消防出初式の日程について【５分】 

環境防災課    防災行政無線（同報系・移動系）の整備方針について【10 分】  

産業振興課    平成 30 年度瀬戸屋敷ひなまつりについて【５分】 

子ども・子育て  小児医療助成制度に係る助成対象者の拡大について【５分】 

子ども・子育て  子育て支援センターについて【３分】 

 

 

 

 

３．副町長   

 

 



 

 

【表彰式及び賀詞交換会の開催について】 

１ 日時  平成 31年１月５日（土）午前 10時 00分 表彰式 

                  午前 11時 20分 表彰祝賀及び賀詞交換会 

２ 場所  開成町福祉会館 多目的ホール 

３ 受章者【裏面参照】 

一般表彰（5 件）、感謝状（1件）、芸術・文化・スポーツ奨励賞（10件）、特別奨励賞（1 件） 

４ 招待者 

牧島衆議院議員、井上参議院議員、杉本県会議員、瀬戸県会議員ほか  

町内各種団体の委員等 300 名程度 

５ 当日の流れ 

（ロビー展示 中学生の書の展示） 

 町表彰式   （司会：福祉課 永松知里） 

（1）10：00～ 

 開式のことば 加藤 一男 副町長 

 町長あいさつ 府川 裕一 町長 

議長あいさつ 茅沼 隆文 議長 

賞状授与 一般表彰、感謝状、芸術・文化・スポーツ奨励賞、特別奨励賞 

 来賓祝辞 牧島衆議院議員、井上参議院議員、杉本県会議員、瀬戸県会議員 

 閉式のことば 井上 義文 教育長 

 賀詞交換会  

 （2）11：00～ 

開式のあいさつ 吉田 敏郎 副議長 

乾  杯 遠藤 敦子（感謝状対象者） 

（祝  宴） 

万歳三唱 冨田 忠文 自治会長連絡協議会会長 

平成 30年 12月 13日 

課長会議資料：総務課 



【資料】受賞者名簿（敬称略） 

１ 一般表彰（善行章）  

土屋 忠雄（岡野） 地域発展  矢後 正二 （円中） 地域発展    

露木健一郎（牛島） 消防団員  佐藤 弘二 （上島） 消防団員 

平田 康之（上島） 消防団員 

２ 感謝状  

瀬戸屋敷ひなまつり実行委員会  

３ 芸術・文化・スポーツ奨励賞  

遠藤 可菜（円中）  第 42回全国高等学校総合文化祭 2018 信州総文祭新聞部門最優秀賞受賞 

下川 歩美（円中）  第 42回全国高等学校総合文化祭 2018 信州総文祭新聞部門最優秀賞受賞 

村川 佳乃（下島）  第６回全国高等学校軽音楽コンテスト準グランプリ 

杉野森望愛（円中）  第 31回全日本高校・大学ダンスフェスティバルコンクール部門入選 

草柳 咲穂（宮台）  全国高等学校定時制通信制体育大会第 51 回卓球大会出場 

神部 愛乃（上島）  第 86回日本高等学校選手権水泳競技大会出場 

長田 香音（上延沢） 第 45回全日本中学校陸上競技選手権大会出場 

外池 智稀（上島）  第 36回全国小学生テニス選手権大会出場 

倉橋 貴志（下延沢） 第 73回福井しあわせ元気国体出場 

開成 VSA  第 34回関東小学生バレーボール大会出場 

４ 特別奨励賞  

開成 No.1 チーム  （開成小５年）井上実咲、小沼宥輝、中谷友美、菅野太陽 

「第 40 回自転車の安全な乗り方足柄上地区大会」団体優勝 





























2020年以降の開成町消防出初式の日程変更について 

 

経   緯 

 開成町消防出初式は、従来 1月 13日の日付固定で実施をしてきました。 

しかし、平成 29年度に消防団、消防団ＯＢ、消防団協力事業所、自治会、町

で構成する「開成町消防組織強化推進連絡協議会」へ運営を移行し、消防団員の

募集活動や消防団活動の周知を出初式の中で実施することとしました。昨年度

の出初式は土曜日であったため、平日の開催と異なり多くの住民の方々にご来

場いただきました。また、消防団員の士気も上がったところです。 

消防団員は各々の職業を持つ団員（会社員）が増え、平日開催では負担である

との状況が生じています。 

 多くの町民に消防団活動を周知でき、消防団員自身も参加しやすい日取り、か

つ、他市町村の出初式等の行事とも競合しない日程での開催日が望まれていま

した。 

経   過 

 １ 消防友の会総会(5月)及び消防団幹部会議(6月)において、日程変更の旨

を事務局から発議、現役消防団員及び元消防団員(OB)の意向確認【了承】 

２ 開成町消防組織強化推進連絡協議会定例会議(７月)にて意向確認【了承】 

  日程の詳細について定例会議(10月)で決定する旨確認 

 ３ 開成町消防組織強化推進連絡協議会定例会議(10 月)にて、変更後の日程

「1月第 3土曜日」を提案【了承】 

 ４ 神奈川県消防協会足柄上支部役員会議(11月)にて５町へ報告【異議なし】 

 

方針決定 

2020年以降の出初式は 1月第 3土曜日（1月 15日から 1月 21日）とする。 

 

参   考 

山北町 1月 06日 固定 

松田町 1月 07日 固定 

大井町 1月 12日 固定 

中井町 5町開催日以外（土曜を優先）  

南足柄市 1月 06日以降の最初の日曜日 

小田原市 1月 11日 固定 

課 長 会 議 提 出 資 料 

平 成 3 0 年 1 2 月 1 3 日 

町民サービス部環境防災課 



 

 

開成町防災行政無線【同報系・移動系】の整備方針決定について 

 

１ 事業の背景 

 平成 34年 11月末で、アナログ防災行政無線（同報系・移動系）が使用できなくなるこ 

とから、新庁舎建設に併せて新しい方式での防災行政無線（同報系・移動系）を整備する 

こととし、整備にあたりシステム（方式）の決定とシステム設計を平成 30年度に行い、 

平成 31年度に無線設備の整備工事を実施する。 

 

２ システム検討 

   システム設計受託業者によるシステム調査、担当課同席の上で無線業者及び先進自治体

へのヒアリングを実施し、当町の整備方針に即したシステムの選定を行った。 

 

３ システム要件と採用したシステム 

（１）【同報系に求める要件】 

① 災害時に強いシステムであり、住民への確実な情報伝達を図る 

・大規模災害時において、停電や携帯電話等の情報伝達網が不通の際にも、確実に情報

伝達ができること。 

② 停電対策（停電時に７２時間以上の運用が可能）なシステム 

・停電対策（７２時間以上）及び無線設備の耐震（震度６強以上）について確保し、主

要設備は、冗長化構成（二重化構成）とする。 

③ ワンプッシュで各メディアへの情報伝達を可能なシステム 

   ・従来の音声放送だけでなく、ワンプシュで各メディア（ＨＰ、メール、テレフォンサ

ービス、ＴＶデータ放送等）への一元的な情報伝達を可能とする。 

④ 家庭用受信端末装置は、誰でも容易に操作でき、運用・維持管理が容易なシステム 

⑤ 費用対効果の高いシステム 

 

  上記の要件を満たすシステムとして「デジタル同報系（新方式）」を採用 

   【採用理由】 ・自営無線であること  

・輻輳等による通信制限を受けないこと 

・停電時にも７２時間以上運用が可能であること 

           ・ワンプシュでの情報伝達が可能であること 

           ・耐用年数も１０～１５年にわたり使用可能であること 

           ・設備導入時に競争性があり事業費の低減化が望めること 

           ・ランニングコストも他システムに比べ安価であること 

 

     他に検討した方式（システム） 

       ・デジタル同報系（従来方式）   ・ＭＣＡ無線通信システム 

       ・減災コミュニケーションシステム ・地域情報ネットワークシステム 

 

 

課 長 会 議 資 料 

平成 30年 12月 13日（木） 

町民サービス部環境防災課 



 

（２）【移動系に求める要件】 

① 災害時に強い回線であり、確実な情報収集を図る 

・大規模災害時において、停電や携帯電話等の情報伝達網が不通の際にも、職員間で 

個人情報等の取扱いを確実に情報収集できること。 

② 消防団同士や自治会との情報収集を複数波で可能なシステム 

③ 停電対策（停電時に７２時間以上の運用が可能）なシステム 

④ 誰でも容易に無線機を操作でき、運用・維持管理が容易なシステム 

⑤ 費用対効果の高いシステム 

 

 上記の要件を満たすシステムとして「デジタル移動系（新方式）」を採用 

 役場での専用回線とする（１チャンネル） 

   【採用理由】 ・自営無線であること  

・輻輳等による通信制限を受けないこと 

・停電時にも基地局は７２時間以上運用が可能であること 

           ・設備導入時に競争性があり事業費の低減化が望めること 

           ・ランニングコストも他システムに比べ安価であること 

 

      「デジタル簡易無線機」を付加して運用する。 

         ・３０チャンネル使用することができることから、消防団や自治会に 

チャンネルを割り当てることにより、同時に情報連絡が可能となる。 

         

         他に検討した方式（システム） 

         ・デジタル移動系（従来方式）  ・ＭＣＡ無線通信システム 

         ・ＩＰ無線機           

 

 



 

          平成３０年度 開成町 瀬戸屋敷ひなまつり 

         開 催 要 項 

 

 

開催期間 

期間 平成３１年２月１６日（土）～平成３１年３月３日（日）までの１６日間 

時間 １０：００～１７：００ （最終入園１６：００） 

＊期間中無休 

＊2月 16日（土）、23日（土）はバー営業のため 20：00まで 

 

＊参考 平成２９年度 ２月１７日（土）～３月 ４日（日）【１６日間】 

平成２８年度 ２月１８日（土）～３月 ５日（日）【１６日間】 

平成２７年度 ２月２０日（土）～３月 ６日（日）【１６日間】 

 

 

入込み客数 

       入園予定        １４，２７２人（H29 13,703人 H28  14,550人  H27  16,745人） 

  内訳  有料来園者    １０，２７２人（H29 10,206人 H28  10,076人  H27  13,919人） 

     町民無料招待券   ２，２００人（H29   1,459人 H28   1,512人  H27     823人） 

中学生以下（無料）    ２,０００人(H29   2,038人  H28   1,815人  H27   1,906人） 

 

 

展示内容 

・婦人会手作りのつるし雛 7,000個以上を展示 

・婦人会手作りの大つるし雛を展示 

・道具類に小田原藩主大久保氏の紋が入った瀬戸家収蔵の雛人形を展示 

・開成町内の蔵から発見された享保雛を展示 

・コンセプトは、「春のおとずれ」→会場を春をイメージできるような装飾で統一 

・見学ルートを設定し、空間を演出する 

・テーマに合わせたレイアウトの変更（土間に大つるし雛展示など） 

・開成町のマスコットキャラクター「あじさいちゃん」のぬいぐるみストラップの展示 

・開成町の年間を通した写真の展示 

・ひなまつり準備の DVDの上映 

 

 

イベント内容 

 〇お雛様の内覧会（2月 15日） 

 〇お雛様のおでむかえ（2月 17日、24日） 

 〇お雛様と記念写真（2月 23日） 

 〇あじさいちゃんふわふわ（2月 24日、3月 3日） 

 〇その他のイベント 

（手芸教室、紙びな教室、琴の演奏、猿回し、ハーバリウム体験、酒粕パック体験） 

 

 

平成３０年１２月１３日（木） 

課長会議資料 

産業振興課 



平成３０年１２月１３日 

課長会議資料  

子ども・子育て支援室 

小児医療費助成制度に係る助成対象者の拡大について 

 

１．小児医療費助成制度について 

 子育て家庭の経済的負担を軽減するため、通院、入院費の一部（保険診療適用分） 

を町が助成する制度です。 

 

２．対象者拡大の内容 

平成30年9月診療分から通院費の助成対象を中学校卒業前までに拡大しました。  

 

対象年齢 所得制限 
助成医療費 

拡大前 (～H30.8.31) 拡大後 (H30.9.1～) 

０歳～２歳 無 

通院・入院 
通院・入院 

３歳～小学校就学前 有 

小学生 有 

中学生 有 入院 

  

３．医療証の発行 

   新たに助成対象となる中学生及び申請期間中転入中学生 514 名に対し、申請の勧奨 

を行いました。10 月末日時点の申請者は 421 名、うち医療証を発行したのは 368 名で 

す。 

 

４．医療費拡充実績 

   ９月診療分の医療費支払実績は次のとおりです。 

   

※中学 2年生：入院 1件発生したため他学年の助成額との差が発生。 

計 金額

(Ａ) (B) (C) (D)=(C)/(A) (E）=(C)/(B) (F）=(B)/(A)

中学1年生 128 46 35.9% 42 13 29 2 0 86 3% 181,925 3% 3954.9 2115.4 1.9

中学2年生 121 43 35.5% 44 13 30 1 0 88 3% 251,523 4% 5849.4 2858.2 2.0

中学3年生 119 45 37.8% 48 9 42 0 0 99 4% 174,306 3% 3873.5 1760.7 2.2

中学生小計 368 134 36.4% 134 35 101 3 0 273 10% 607,754 11% 4535.5 2226.2 2.0

0歳～未就学 1,017 617 60.7% 854 91 662 1 1 1,609 57% 3,252,023 58% 5270.7 2021.1 2.6

小学生 852 415 48.7% 457 133 343 11 0 944 33% 1,760,379 31% 4241.9 1864.8 2.3

小6以下小計 1,869 1,032 55.2% 1311 224 1,005 12 1 2,553 90% 5,012,402 89% 4857.0 1963.3 2.5

合計 2,237 1,166 52.1% 1445 259 1106 15 1 2826 100% 5,620,156 100% 4820.0 1988.7 2.4

受診
実人員

受診率
受診件数 助成金額医療証

発行者数
1件あたり
助成額

受診実人員
一人あたり
利用件数

医科 歯科 調剤 柔整 訪看 構成比 構成比

受診実人員
一人あたり
助成額



平成 30年 12月 13日 

課 長 会 議 資 料 

子ども・子育て支援室 

 

子育て支援センターについて 

 

１．子育て支援センターについて 

概ね３歳未満の児童及びその保護者等を対象として、子育て親子の交流の場の提供と交流の促進、子

育て等に関する相談・援助の実施、地域の子育て関連情報の提供、講習会などを実施する事業です。開

成町では、平成１３年より町子育て支援センター（社会福祉法人はぐくみ福祉会に委託）と平成２８年

より町駅前子育て支援センター（社会福祉法人青い鳥に委託）の２か所で実施しています。 

 

２．子育て支援センター（社会福祉法人 はぐくみ福祉会）の終了について 

 子育て支援センターは、放課後児童健全育成事業の施設と併用しているため開所時間が午前に限られ

ることや利用親子組数（人数）が年々減少傾向にありました。 

 子どもの年齢別に開所日を設け、保育士の専門性をいかした事業を展開していますが、駅前子育て支

援センターや開成幼稚園のびのびすくすくルーム事業と併用利用する傾向もみられています。 

 平成 31 年度からは、開成幼稚園の 3 年教育が始まることや教育・保育の無償化による影響により子育

て支援センターの利用者の減少が更に見込まれることから、社会福祉法人はぐくみ福祉会への委託は平

成 31 年 3 月 31 日をもって終了とします。 

 これに伴い、町内の子育て支援センターは１か所（町駅前子育て支援センター）となります。 

 

【参考 子育て支援センター（社会福祉法人 はぐくみ福祉会）利用状況】 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度（※） 

利用親子延組数 2,436 組 2,120 組 1,121 組 

利用親子延人数 5,204 人 4,313 人 2,319 人 

開 所 日 数  223 日 216 日 126 日 

1 日あたり平均人数 23.3 人 19.9 人 18.4 人 

 〇 地域ふれあい行事（運動会、夕涼み会、講座等）を除いた通常開催時の利用者数 

※ 30 年度は 4 月～10 月の 7 か月分 

 

３．北部地区の子育て支援（地域育児センター）について 

 酒田保育園が長年子育て支援として担ってきた機能や北部地域の子育て支援拠点としての役割は大き

いことから、平成 31年度以降は、保育所の専門的機能を活用し、子育て家庭の養育ニーズを受けとめ育

児の安定や充実・児童虐待の予防を目的として認可保育所が実施主体となる「地域育児センター」を酒

田保育園に位置付け、週１～２日程度園庭開放や子育てサロン、育児相談を実施します。（近隣では小田

原市、伊勢原市、座間市等が実施。） 

 

４．今後について 

 保護者等が次年度の問合せをしていることから、広報かいせい おしらせ版 2月 1日号と子育て

支援センター情報紙ゆりかご（社会福祉法人はぐくみ福祉会作成）にて子育て支援センター終了と

併せて地域育児センター概要について周知を行います。 


